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   ⼾隠祖⼭の「杭」

   深礎工法

深礎工法実施時の様子です

次回のかわら版では、橋梁本体の下部工について紹介させていただきます。

  「杭」には様々な種類があります。さらに杭の種類に応じて、工事の方法も
様々です。
  杭の種類は大きく２つに分けられます。杭を地盤に打ち込ん造る「既成杭工
法」、地盤に空けた穴にコンクリートを打設して地盤の中で杭を造る「場所打ち
杭工法」です。
  ⼾隠祖⼭では、地盤の中で杭を造る「場所打ち杭工法」を採⽤しています。場
所打ち杭工法にも多くの種類がありますが、このうち「深礎工法」を⽤いて杭を
造っています。

  前回のかわら版では、道路築造や橋梁について説明させていただきました。

  今回は、令和６年11⽉に着⼿した橋梁の「基礎」についての公報です。

地上から杭の内部を⾒下ろした様子です
地下の狭い空間での作業を要します

  橋梁の「基礎」は、橋梁の下部構造のうち地盤と接する部分を指し、⾃動⾞や
橋梁本体などの荷重を地盤に伝える機能をもっています。基礎の構造が地盤の強
度に適していないと、地盤が荷重に耐えられずに沈んでしまい、橋梁が不安定に
なってしまいます。基礎は橋梁全体の安定性を保つ「縁の下の⼒持ち」と⾔えま
す。

  基礎にはいくつか種類があります。地盤の強度が⾼い場合には、橋梁下部を直
接地盤に乗せる「直接基礎」を採⽤します。特別な対策が必要なく安価であるた
め、事前の調査で荷重に耐えられる地盤であると判断できれば「直接基礎」を採
⽤します。⼀方、地盤の強度が低い場合には、より深く強い地盤に荷重を伝える
ための特別な構造が必要となります。

  ⼾隠祖⼭では、特別な構造として⼀般的な「杭」を採⽤しています。

  深礎工法とは、⼈⼒や機械を⽤いて地盤を円形に縦方向へ掘削し、穴の中に鉄
筋を組み⽴てコンクリートを打設して、杭を造る工事です。
  穴の中の地盤を直接確認することが出来たり、狭い場所で低騒音施工出来る特
徴があります。
  ⼾隠祖⼭では、狭い場所での工事となり大きな建設機械で工事を⾏えないこと
から、深礎工法を採⽤しています。
 
  深礎工法は、⼈が穴の中に入って作業する必要があるため、⼀般的には杭の直
径が２ｍから４ｍ程度と太くなります。杭が太く荷重を効率的に地盤に伝えるこ
とが出来るため、細い杭と比較すると弱い地盤で荷重を支えることが出来るの
で、⻑さを短くすることが出来ます。
  ⼾隠祖⼭では、直径２メートル、⻑さ5.5〜7.0メートルの深礎杭を合計１２本
施工します。
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